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社資本金のうち八割三分の八千七百万円（貸金業算入すれば八割八分、九千二百万円）は銀行資本（或は貸付資本）が占めており、銀行 本の 的な発達が極めて著しか た。しかしながら、やがて商工業の恐慌に転化し
、恐慌ごとに
弱小銀行の強大銀
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①「ヘルバルト主義の教育説」議…耕一昨編、明治二十六年。＠「ヘルパルト教育学」藤代禎輔訳、明治二十八年。①「ヘルパルト教育 学 階 梯 」 町 叫 ん 肘 炉 引
h r p
ル若明治二十八年。④「へルバルト主義教育
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者の一流と二流とを問わず、いもはやく翻訳紹介され、独逸教育界の思想は、そのま斗また が国教育界の思想を形づくるかのように盛況を呈したのである。明治二十年代以降の教育関係の著書は、米英仏諸国のものはあることはあったが、これ等諸国の教育学に関心を示すも むしろディレッタント視され、傍系的な存在でしかなかったといっても過言ではないだろう。このように独逸教育学が発展してきたことは、その背景 して明治憲法が独逸憲法に負う点が多大であったことにも注目し ければならない。
五
さて、先きに独逸留学から帰国した野尻精一もヘルバルト教育




























































































松中学校に入学。同十一年高松医学校に転校し、在学三年首席を以って卒業した。更に松山で漢籍文章を び、翌十五年に上京し、中村敬宇の同人社 入り英学を修め、卒業後東京帝国大学文科大学特約生教育学科に入学。同二十二年卒業した。二十三年山口高等中等学校教授となり、のち日高真実の後任として 高等師範学校教授となる。一二十一年文部省視学官を兼任 三 二秋教育学研究のため、欧州に留学し英仏瑞句和蘭独逸諸国を歴遊。三十六年、更に米国を視察して帰国し 京都帝国文科大学教授となり、文学博士の学位を受く。わが国教育界に貢献すること大であったが、昭和二十一年七十九歳でその生涯をとじた。
彼が教育学を研究しはじめたのは、特約生教育学科の時代であ




































には「科学的教育学講義」と題する著書を刊行した。これは彼が大日本教育会並びに若渓会講習会に於いて講演した原稿を、更訂正増補して出版したものである。その内容は、先ず序論と教育の意義、可能、教育学の定義、 パ の学風及び其著書等を述べ、本論では第一編に「教育の目的を論ず」と題して、ヘルバルトの心理説と、他の心理説と 比較論評をなし、第二編では「教育の
事業を論ず
」と題して、教導、教按、教練の三方法を
述べ、多方の興味、五段教授法、中心統合説 歴史 段階説に関して、詳細に論述している。これは「実用的教育学及教授法」と比較すると この
書
は、ヘルパルトの学説をやや学究的に紹介し


































































































































場合にも用ふるを得るなり、父子 問 も勿論五常あるべ 夫婦の聞にも五常ある 。ベ川ベ川川の五道念も亦執れの場合に
（ 却
）








































































































































































一 ニ 頁 。
（げ）「教育評論
」
前掲
書
、
三四
号（六月号）一！二一貝。
（日）堀松武一前 二一七頁
。
（印）「日本教育育年史談」相沢烈著、一八六頁、昭和二十七
年 。
（加）国民教育奨励会、教育五十年史｜｜湯原一五一 ヘルバルト
派教育学説の全盛時代｜｜一八一頁、大正十一年。
（幻）「現代敬育学」
5
、目本近代教育史、一一一ニ頁。岩波書
店。昭和三十七年
（辺）相沢煎前掲書、一八七頁。（お）「敬育精義」山口小太郎訳、一頁、明治二十五 。（M
）「明治教育思想史」藤原喜代蔵著、三六三頁、明治四十三
年 。
（お）「実用敬育学及
教授
法」谷本富著、一
l l
二頁、明治二十七
年 。
（お）前掲
書
、一一一
貝 。
（幻）藤原喜代蔵前掲書、一二七七頁。（お）谷本宮前掲書、
三四頁。
（
m m
〉「科学的教育学講義」谷本富著、五ゴ一頁、明治二十八年。
ハω
）「実用教育学及敬摂法」三六頁。
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